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文 教厚生常 任委員会 資料 

2025年（令和７年）12月 12日 

子育て支援室こども政策課 

 

こども・若者計画の策定について 

 

現在、「こども・若者会議」でこども・若者たちが主体となって策定を進めている「こども・若者

計画」について骨子がまとまりましたので、その内容とこれまでの取組、今後の予定について下記の

通り報告します。 

 

１ こども・若者計画 

（１）概要 

① 計画の位置づけ 

「こども・若者計画」は、「こども基本法」及び「こども大綱」に基づき、こども施策を総

合的に推進し、その理念や方針を明確にするため、市町村こども計画として策定するもので

す。 

 

② こども・若者計画骨子（案） 

こども・若者会議メンバーが、これまでのこども若者会議で、学校等でのワークショップや

アンケートを踏まえて、計画の基本理念と施策展開の柱を設定しました。 

【基本理念】 

みんなが安全・安心で、自分たちの声が尊重され、実現できるまち あかし 

【施策展開の柱】 

  ・あらゆる危険から命が守られ、自然と共に快適に暮らせる 

  ・人と人がつながれて、笑顔で、時に逃げられる居場所づくり 

 ・少ない意見でも平等に伝えられる場所や受け止められる権利を確保する 

 

２ これまでの取組 

（１）こども・若者会議 

   こども・若者計画は、こども若者会議で検討・策定が進められています。 

① メンバー構成 

計画策定のために一般公募した市内在住または在学・在勤の６歳から 29歳までのこども・

若者 37名で構成しています。 

（小学生 14名、中学生８名、高校・大学生９名、社会人等６名） 

 

  ② ワーキンググループ 

    第１回会議開催後、高校生以上の会議メンバーからなるワーキンググループを設置しまし

た。計画策定に向けた全体スケジュールをはじめ、会議内容の検討及びワークショップの進

行、アンケート調査の対象、設問の検討、市長による学校等でのワークショップへの同行、こ

ども・若者会議ＰＲ動画の作成など、会議の中心的な役割を担っています。 
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   【会議の開催状況】 

開催日 テーマ 内 容 

第１回 

令和７年７月５日 

『わたしたちの“あかし”はこ

んなまち』 

自分たちが暮らす明石のまち

の現状について意見を出し合

った 

第２回 

令和７年８月３日 

『こんな“あかし”になったら

いいな』 

自分たちが望む明石の将来像

について意見を出し合うとと

もに、さらなる意見聴取のため

の対象、方法について考えた 

第３回 

令和７年８月 31日 

『「こんな“あかし”になったら

いいな」をもっと深く考えよ

う』 

第２回会議で出た意見につい

て、さらに深く掘り下げて検討

し、基本理念が決まった 

第４回 

令和７年 10月４日 

『理想の“あかし”になるため

に何が必要なのか考えよう』 

第３回会議で決まった基本理

念を実現するために何が必要

かを検討し、施策展開の柱を考

えた 

拡大版 

令和７年 10月 26日 

新たに一般公募したこども・若者とコーディネーターとして大

阪・関西万博クラゲ館プロデューサー中島さち子氏を迎え、これ

までの取組を振り返るとともに、ワークショップを実施し、これ

までの意見をさらに深めた 

第５回 

令和７年 11月 29日 

『“明石市こども・若者計画”の

基本理念と施策展開の柱を決

めよう』 

第４回会議で検討した基本理

念及び施策展開の柱をもとに、

ワークショップやアンケート

の結果を踏まえ、“明石市こど

も・若者計画”の基本理念と施

策展開の柱を設定した。 

 

（２）より多くのこども・若者の意見を聴く取組 

① 学校等でのワークショップの実施【別紙１ 参照】 

市内の小学校４校、中学校２校、高校・高専２校、県立大学１校に市長、副市長がワーキン 

ググループメンバーとともに直接出向き、ワークショップ形式でこども・若者の意見を聴きま

した。 

 

② アンケートの実施【別紙２ 参照】 

・ より多くのこども・若者の意見を集めるため、市内教育機関（小中学校、高校・高専、大学）

を通じてアンケートを実施しました。 

・ ワーキンググループの提案で、市ＨＰや市内商業施設へのポスター掲示、インスタグラムへ

の広告掲出により広く周知し、より多くのこども・若者にアンケートの回答をしてもらえるよ

う工夫を行いました。 

・ 障害児、不登校児など意見を出しにくいこども・若者については、平素から関りを持つ市担

当部署等を通じて実施しました。 
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【概 要】 

  目  的：こども・若者計画を策定にあたり、こども・若者自身が考えるまちの将来像や必

要な施策について意見を聴取する。 

内  容：「こんな“あかし”になったらいいな」をテーマとした質問 

日  時：令和７年 10月８日（水）から 10月 31日（金） 

調査対象：小学校３年生～29歳までのこども・若者 

回答件数：15,793件 

 

３ 今後の予定 

 

時 期 内 容 

令和７年 12月 基本理念、取組の柱を確定、計画素案の策定 

令和８年１月 第６回 こども・若者会議 

児童福祉専門分科会 

  計画素案の提示 

パブリックコメントの実施 

令和８年２月 社会福祉審議会 

令和８年３月 文教厚生常任委員会 

 計画案の報告 

第７回 こども・若者会議 

令和８年３月末 こども・若者計画 発表会 

 

 


